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２－３ ごみの分別は大丈夫？

市役所からのお知らせ

福祉医療費助成の申請を　老人医療費　

育児コーナー　移動図書館イソップ号

情報チャンネルa

あきたノスタルジー

市長ほっとコラム
大森山動物園は３月21日開園

市長の市民ミーティング

優良子ども会表彰　あきたさん家の物語

編集発行●秋田市広報課

２月26日、外旭川小学校で行われた新
１年生の体験入学。新１年生が先輩１年
生からお勉強や遊び方を教わりました。
「はやくがっこう、いきたいなー」



いままで「もやせないごみ」として出し

ていた、シャンプーや洗剤のボトルなどの

プラスチック類、せとものや割れたコップ

などの陶磁器類・ガラス類、長靴やバッグ

などのゴム・皮革類などは「家庭ごみ」とし

て収集します。また、なべやフライパン、オ

ーブントースター、小型の電気ストーブな

ど、見た目で50％以上が金属なものは、「金

属類」として月１回の収集になります。

「ガス・スプレー缶」は、「空きびん」の

回収日に同じ回収箱に出してください。

白色半透明(赤印刷)の「もやせるごみ用」

が「家庭ごみ用」に、無色透明(緑印刷)の「も

やせないごみ用」が「資源化物用」と名称が

変わります。「資源化物用」は「家庭ごみ」にも

使えます。また、白色半透明・無色のレジ袋

は「家庭ごみ」にのみ使えます。なお、現在使

用している指定ごみ袋は４月以降も使えます。

事業者のみなさんもご協力を
会社や商店、飲食店などの事業所からの

ごみは町内の集積所には出せません。

事業系の一般廃棄物も「家庭ごみ」「資源

化物」に分別して自分で御所野事業所へ持っ

ていくか、市の許可を得た収集業者に委託

するかしてください。

産業廃棄物については、これまでどおり

区分は変わりません。産業廃棄物は自分で

処理するか、産業廃棄物処理業者に委託し

てください。

白色半透明の指定ごみ袋(赤印刷)
透明の指定ごみ袋(緑印刷)�
または�
白色半透明･無色のレジ袋に入
れて�

出　　し　　方�ご　み　の　内　容�

週２回�

月１回�

月２回�

古　　紙　　類�

○生ごみ(水分をよく切る)　�
○廃食用油(布や紙にしみこませる)�
○草木類(50cm以内にして２束まで)　�
○衣類　○紙おむつ�
○再資源化できない紙類(写真、内�
　側がアルミ加工のパックなど)　�
○ゴム・ビニール製品　�
○プラスチック容器　�
○プラスチック製品　�
○発泡スチロール　○皮革製品　�
○陶磁器くず　○ガラスくず　�
○蛍光灯・電球など�
�

空　　き　　缶�

空　き　び　ん�

ペ　ッ　ト　ボ　ト　ル�

○新聞・チラシ○雑誌類　�
○ダンボール○牛乳パック�

�

使用済み乾電池�

粗大ごみ�

家
庭
ご
み�

資
源
化
物�

金　　属　　類�

ガス・スプレー缶�

透明指定ごみ袋(緑印刷)に入れて�

袋には入れず、回収箱へ�

空きびんと同じ回収箱へ�

透明指定ごみ袋(緑印刷)に入れて�

透明の小袋に入れて空き缶の袋へ�

透明指定ごみ袋(緑印刷)に入れて�

それぞれ分けて、紙ひもでしばる�

収集回数�

戸別の有料収集(これまでどおり)

種類�

※ピンクの文字がこれまでと出し方が変わった部分�
注意する点�

ガラスくず、電球など危険な
ものは紙に包んでなるべく袋
の中央に入れるか、レジ袋に 
「キケン」と書いて別に出す�

生ごみを出す際は、できる
だけ水切りをする�

白色発泡トレーはスーパー
などの店頭回収に協力する�

家電品の電池ははずす�
判断のつかないものは「家庭ごみ」へ�
とがったものや刃物などは
紙に包んで「キケン」と書く�

・�
・�
・�

・中を軽くすすぐ�
・キャップははずして「家庭ごみ」へ�

・キャップははずして「家庭ごみ」へ�

・火の気のない風通しの良い所で穴をあける�

・塩化ビボトル、食用油のボトルは「家庭ごみ」へ�

・写真・防水加工紙、内側にアルミ加工�
　された紙パックなどは「家庭ごみ」へ�

・ボタン型・充電型電池は販売店へ�

・中を軽くすすぐ�

・中を軽くすすぐ�

・粘着テープで束ねない�

・�

・�

・�

※ごみの分別について詳しく説明した「暮らしの伝言板」を、広報３月22日号と一緒に各世帯へ配布します�

ご
み
の
分
別
は
大
丈
夫
で
す
か
。

環境企画課q(８６３)６６３２

いよいよ４月からごみの分別方法が
変わります。ごみの出し方、各地区の
収集日程をよ～くチェックしてね！

指定ごみ袋の名称も変わります

「金属類」「ガス・スプレー缶」を
資源化物として回収します

新溶融炉は1,800度でごみを溶かす！
一般的な焼却炉では、８00度～900度で

ごみを燃やしています。しかし御所野の新
しい焼却炉は、無煙で火力が強いコークス
という燃料を入れ、1,800度の高温でごみ
を溶かしてしまう方式。環境に優しくリサ
イクル性の高い溶融型の炉です。

粗大ごみ専用電話q(857)5300
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各地区のごみ収集の日程�

地　　　　　区� 家庭ごみ� ペットボトル� びん・かん・古紙・乾電池�
資　源　化　物�
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月･木�火･金�水� 水� 水� 水� 火�水�木�金�月�火�水�木�金�
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平成14年４月１日から�

粗
　
大�

新屋�
�
�
�
�
�
�
�
�
新屋町�
�
旭川�
飯島�
泉�
　　　�
牛島�
大住�
大町�
御野場�
御野場新町�
卸町�
大平台�
金足�
上北手�
上新城�
川尻�
川元�
旭南�
旭北　　�
港北�
高陽�
御所野�
桜�
桜ガ丘�
桜台�
山内�
山王�
下北手�
下新城�
�
下浜�
将軍野�
将軍野南�
千秋�
添川�
外旭川�
�
太平�
土崎港�
　�
　�
手形�
　�
　�
手形山�
寺内　　�
　�
豊岩�
中通�
楢山�
仁井田�
濁川�
仁別�
浜田�
茨島�
東通�
広面�
�
　�
�
蛇野�
保戸野�
南通�
八橋�
　�
柳田�
山手台�
横森�
四ツ小屋�

鳥木町、沖田町、前野町、高美町、渋谷町、�
田尻沢東・西・中町�
大川町、扇町�
元町�
日吉町、栗田町、表町�
比内町�
南浜町、寿町、松美ガ丘町、勝平台、北浜町�
船場町、割山町、朝日町、豊町、勝平町�
松美町、下川原、天秤野、新屋町字天秤野�
渋谷地、田尻沢�
清水出脇、新町後、関町後�
　�
　�
一ノ坪、釜ノ町、三嶽根、馬場、東町、五庵山�
菅野、北、中央、南、登木�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
�
川尻町大川反含む�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
注１注１　�
　�
　　�
　�
　�
�
中野、下新城長岡字毛無谷地、耳取�
中野、下新城長岡字毛無谷地、耳取を除く�
　�
東、堰越、青山町、桂町、向山�
　�
　�
　�
大谷地、中谷地、前谷地、潟堰下、朝鮮を除く 注２注２�
大谷地、中谷地、前谷地、潟堰下、朝鮮�
　�
東、西、南二・三丁目�
北、南一丁目�
中央、相染町、古川町�
田中、からみでん�
扇田、才の浜、中台�
田中、からみでん、扇田、才の浜、中台を除く　�
�
新国道の西側全域�
新国道より操車場側のイサノ、三千刈�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
谷内佐渡、字糠塚、川崎、蓮沼、堤敷、近藤堰添�
堰越、二階堤、蟹沢を除く�
谷内佐渡、字糠塚、川崎、蓮沼、堤敷、近藤堰添�
堰越、二階堤、蟹沢�
�
�
�
字下八橋、字大道東を除く全域�
字下八橋、字大道東�
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注１.　桜三丁目９番から14番の地区の金属類は第２水曜日�
注２.　外旭川南沢、家の前、蒲沼、土手下地区の金属類は第１水曜日�
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★４月から「もやせないごみ」の収集がなくなり、新しく月１回「金属類」の収集が始まります。

広報あきた　３月８日号03



市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
佐
竹
市
長
が
市
政
や
地
域
が
抱
え
る
問

題
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合
う
場
で
、

市
長
の
公
約
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
た
事
業
の

ひ
と
つ
で
す
。

市
長
が
各
地
区
に
直
接
う
か
が
っ
て
地
区

の
か
た
が
た
の
話
を
聴
く
「
地
区
型
」
と
、
特

定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
若
者
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
者
を
公
募
し
て
開
く
「
公
募
型
」

が
あ
り
、
今
回
は
、
公
募
に
よ
っ
て
女
性
の

か
た
が
た
三
十
八
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
佐
竹
市
長
が
、
松
葉
谷
助
役
の

就
任
や
失
業
・
雇
用
問
題
、
四
月
か
ら
変
わ

る
ご
み
の
収
集
方
法
、
市
の
財
政
状
況
な
ど

を
説
明
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
質
問
や
意
見

に
耳
を
傾
け
、
一
つ
ひ
と
つ
答
え
ま
し
た
。
話

し
合
わ
れ
た
課
題
は
、
今
後
の
施
策
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
の
支
出
の
う
ち
、
市
役
所
職
員
の
人

件
費
は
何
％
で
す
か
。

人
件
費
は
平
成
十
三
年
度
で
二
一
・

三
％
。
十
三
年
度
は
職
員
全
員
の
普
通

昇
給
を
停
止
す
る
な
ど
し
、
三
億
を
超
え
る

額
を
節
約
し
て
い
ま
す
。
十
四
年
度
は
、
職

員
の
時
間
外
勤
務
を
見
直
し
て
、
新
卒
高
校

生
の
臨
時
職
員
採
用
（
二
十
五
人
）
の
財
源

に
充
て
る
予
定
で
す
。

二
月
十
六
日
、
公
募
に
よ
る
女
性
市
民
と
佐
竹
市
長
が

語
り
合
う
「
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は「
税
金
」が
テ
ー
マ
。
税
金
を
通
し
て
見
た
市
政

の
あ
り
方
や
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
疑
問
、
質
問
を
心
お
き

な
く
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

テーマは｢市税｣
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一
月
十
八
日
に
は
、
川
尻
地
区

を
対
象
に
し
た
「
地
区
型
」
の
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
市
南
部
職
員

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

川
尻
地
区
で
は
、
町
内
会
役
員

な
ど
約
六
十
人
が
参
加
。「
川
尻

地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
て
ほ
し
い
」「
古
く
な

っ
た
川
尻
児
童
館
を
改
築
す
べ
き

だ
」
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

佐
竹
市
長
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
を
強
調
し
た
う
え
で
、「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
集
会
施

設
の
建
設
に
は
、
国
か
ら
の
支
援

が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
市
単
独

で
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
地
域
の
特
色
を
い
か

し
た
使
い
や
す
い
施
設
を
整
備
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
債
残
高
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

ま
た
、
そ
の
金
額
は
私
た
ち
が
安
心

し
て
い
ら
れ
る
額
な
の
で
す
か
。

現
在
、
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債(

借

金)

残
高
は
約
一
千
三
百
億
円
。
学
校

や
下
水
道
な
ど
建
設
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
も
の
は
借
入
金
で
整
備
し
、
将
来
の

人
た
ち
に
も
ロ
ー
ン
返
済
の
よ
う
な
形
で

平
等
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

残
高
の
約
四
割
は
、
後
に
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
残
り
の
六
割
は
市
民
の
税
金
で
返
済

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
厳
し
い
状
態
は
遠
か
ら

ず
脱
却
す
る
と
思
い
ま
す
。
締
め
る
部
分

は
き
っ
ち
り
締
め
つ
つ
、
必
要
な
事
業
は

き
ち
ん
と
行
い
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
の

が
市
の
方
針
で
す
。

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
対
応
は
？

市
で
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
教
室
「
す
く
う
る
・
み
ら
い
」、

担
任
の
先
生
と
メ
ー
ル
交
換
が
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し
、
大
学
生
に
よ
る
家

庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
の
ル
ー
ル
に
従
っ
た
支
援
だ
け
で
は
十

分
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
多
く
、
将
来

的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
力
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
が
四
人
い
ま
す
。
下

二
人
の
子
ど
も
の
検
診
な
ど
に
一
緒

に
付
き
添
っ
て
も
ら
お
う
と
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん

だ
の
で
す
が
、
親
と
一
緒
の
外
出
は
育
児

援
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
か
…
。
規
則

や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
重
視
で
、
利
用
者
の

立
場
を
考
え
て
い
な
い
の
で
は
？

制
度
が
硬
直
化
し
て
い
る
現
状
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
基
本
は
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
て
い
く
か
で
す
。
改

善
で
き
る
部
分
は
改
善
し
、
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
公
聴
条
例
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
か
。

公
聴
条
例
は
、
秋
田
市
が
行
う
政
策
決

定
過
程
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

ル
ー
ル
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
も
大
き
な
政
策
決
定
で
あ
れ
ば
、
審
議

会
を
置
い
た
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ご
く
一

部
に
限
ら
れ
、
事
業
の
多
く
は
内
部
だ
け

の
検
討
で
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
聴

条
例
が
で
き
る
と
、
市
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
事
業
を
計
画
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

税金を納める一市民として、税
の使われ方はやはり気になりま
す。しかし、家にいることが多い
主婦には、市が今どんな事業に取
り組んでいるのか、どれくらいの
お金が使われているかを学ぶ機会
はほとんどありません。行政の立
場、市民の立場、互いに理解する
には直接意見交換するのが一番で
すね。認識不足やささいな誤解も
解消された気がします。市政の勉
強会、もっと増やしてほしいです。

伊藤愛子さん(御野場)

意
見
交
換
で

市
政
が
身
近
に

参
加
者
か
ら

秋田市という大きな組織にいる
と、市民のみなさんが抱えている
個々の情報は入ってきにくいもの
です。今回のような直接対話の機
会は、そうした意味でとても有意
義だったと思います。
市政運営の基本は、市民と行政

の活発な情報交流や、市民サービ
スの向上による市民満足の確保に
あると考えています。みなさんの
生きた声を聴く市民ミーティング
は、来年度も引き続き行います。

佐
竹
市
長
か
ら
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今
年
は
暖
冬
の
お
か
げ
で
、
市
役
所
前

の
芝
生
も
、
心
な
し
か
例
年
よ
り
早
く
芽

吹
い
て
き
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

春
は
、
入
学
・
卒
業
、
就
職
・
退
職
な

ど
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
人
生
の
節
目

と
な
る
季
節
で
、
特
に
若
者
に
と
っ
て
は

希
望
の
季
節
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
は
深
刻
な
就
職
難
で
、

市
で
も
経
済
・
雇
用
対
策
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
職
に
就
い

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
戦
後
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
人
は
常
に
「
明
日
は
今
日
よ
り

豊
か
に
」
と
い
う
経
済
観
念
で
過
ご
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
こ
れ
が
通
用

し
な
く
な
り
、
今
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
特
に
テ
ン
シ
ョ
ン

民
族
？
（
日
本
人
は
す
ぐ
過
敏
な
反
応
を

す
る
と
い
う
意
味
の
俗
語
）
と
言
わ
れ
る

民
族
性
か
ら
か
、
世
相
は
と
も
す
れ
ば
悲

観
的
に
な
り
が
ち
で
、
過
剰
反
応
な
面
も

見
え
、
も
う
少
し
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ

て
冷
静
に
対
応
で
き
な
い
も
の
か
と
も
思

う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
深
刻
な
不
況
の
中
で
、
そ
ん
な
悠
長

な
こ
と
を
言
え
る
の
は
、
首
切
り
が
な
い

役
所
だ
け
だ
」
と
い
う
お
叱
り
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
個
々
の
経
済
・
雇
用
対
策

に
は
行
政
も
様
々
な
手
を
打
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
〜
簡

単
に
言
え
ば
日
本
全
体
の
稼
ぎ
）
が
世
界

第
二
位
の
五
百
兆
円
を
超
す
ほ
ど
の
経
済

規
模
に
膨
ら
ん
だ
現
在
で
は
、
た
か
だ
か

数
十
兆
円
程
度
の
国
と
自
治
体
の
事
業
執

行
や
経
済
対
策
な
ど
直
接
的
な
財
政
波
及

で
経
済
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
所
詮
無
理
な
こ
と
で
す
。

今
為
す
べ
き
大
切
な
こ
と
は
、
当
面
の

対
策
を
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
せ
ず
に
実
行
す

る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、「
昨
日
と
同
じ
明

日
は
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
過

去
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
通
用
し
な

く
な
っ
た
ル
ー
ル
に
気
づ
き
、
代
わ
り
と

な
る
新
し
い
ル
ー
ル
を
早
く
創
り
上
げ
る

こ
と
や
、
厳
し
い
国
際
社
会
ル
ー
ル
の
中

で
生
き
て
行
け
る
た
め
の
適
応
力
を
付
け

る
こ
と
な
ど
、
本
質
的
な
対
応
に
近
づ
き

な
が
ら
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
見

出
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
既
成
概
念
に
凝
り
固
ま
っ
た

我
々
の
世
代
で
は
自お
の

ず
と
限
界
が
あ
り
、

最
終
的
な
解
決
は
垢あ

か

に
染
ま
っ
て
い
な
い

次
代
を
担
う
若
者
の
双
肩
に
か
か
る
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

若
さ
と
希
望
の
季
節
、
こ
の
春
に
新
し

い
ス
タ
ー
ト
台
に
立
つ
子
ど
も
た
ち
や
青

少
年
に
は
、
い
ず
れ
は
、
経
済
面
な
ど
の

数
値
は
少
し
後
退
し
た
と
し
て
も
、
数
値

に
は
表
し
よ
う
の
な
い
、
心
豊
か
に
自
然

を
愛
で
る
素
晴
ら
し
い
日
本
の
春
を
再
び

呼
び
戻
す
原
動
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

市長●佐竹敬久

春
遠
か
ら
じ

２月26日に外旭川小で行われた新１年生の体験入学

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/
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開園セレモニー午前９時

午前９時

入園料

開園時間

鹿の角キーホルダー、手づくり
しおり、特製カレンダーなど先
着100人にプレゼント！

チンパンジー特集ウォーククイズ
チンパンジーの森オープンを記
念して、チンパンジーなどに関
するクイズを出題。賞品多数あ
り。参加方法は、当日正面ゲー
トに掲示します

チンパンジーの森オープン記念式典午前11時

動物たちとのふれあいタイム午後１時30分

午後１時
サル山のエサやり体験
ゾウ飼育担当のキーパートーク

キリンのお食事拝見

大人500円　中学生以下無料

午前９時～午後４時30分
＊路線バスも３月21日(木)より運行します。

問い合わせ 大森山動物園q(828)5508

３月21日(木)３月21日(木)

春休み中の子どもたちにBIGなプレゼント！
チンパンジーの森がいよいよオープンするよ。
開園当日は楽しいイベント盛りだくさんで待
ってま～す！！

Chimpanzee's grove
チンパンジーの森
は、ゾウさん、
キリンさんの
となりだよ～！

07 広報あきた　３月８日号



表彰されたみなさんと飯塚教育長、佐竹市長、伊藤正治・秋田市子ども会育成連絡協議会会長

優
良
子
ど
も
会

平
成
13
年
度
の
優
良
子
ど
も

会
等
表
彰
式
が
２
月
13
日
、
市

役
所
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
で
廃
品
回
収
や
花
壇
づ
く

り
な
ど
活
発
な
活
動
を
し
た
子

ど
も
会
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
過
去
に
優
良
賞
を

受
賞
し
て
い
る
子
ど
も
会
に
贈

ら
れ
る
特
別
活
動
賞
が
新
た
に

加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
活
動

の
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

２
人
の
か
た
に
育
成
功
労
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う
！

●
特
別
活
動
賞

松
林
子
ど
も
会(

日
新)

横
森
二
丁
目
子
ど
も
会(

桜)
●
優
良
賞

松
美
ガ
丘
町
内
子
ど
も
会(

勝
平)

高
美
町
子
ど
も
会(

日
新)

十
七
流
子
ど
も
会(

東)

新
屋
駅
前
町
子
ど
も
会(

日
新)

一
ノ
坪
子
ど
も
会(
旭
川)

西
吉
学
寺
子
ど
も
会(
外
旭
川)

●
奨
励
賞

柳
林
子
ど
も
会(

仁
井
田)

●
育
成
功
労
賞

加
賀
　
子
さ
ん(

土
崎)

田
口
幸
子
さ
ん(

太
平)

平
成
13
年
度

４
月
か
ら
下
水
道
事
業
に

公
営
企
業
会
計
を
導
入

経
営
状
況
を

わ
か
り
や
す
く

巨
額
の
予
算
の
大
事
業

下
水
道
は
、
毎
年
百
数
十
億

円
の
費
用
を
か
け
、
長
期
に
わ

た
っ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
３
月
末
現
在
の
下

水
道
普
及
率
は
約
70

に
達
す

る
予
定
で
、
平
成
17
年
度
ま
で

約
80

、
平
成
22
年
度
に
約
90

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
の
収
入
は
約
192

億
円
。
借
入
金(

市
債)

や
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
下
水
道
使

用
料
、
受
益
者
負
担
金
を
お
も

な
財
源
に
、
下
水
管
の
布
設
や

下
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
に
充
て
ま
し
た
。

借入金(市債)
67億7914万円

一般会計繰入金
49億0448万円

下水道使用料
42億4973万円

国庫補助金
20億6258万円

受益者負担金
4億114万円

その他
8億3547万円

建設費
95億6973万円

市債償還金
63億4618万円

維持管理費
29億9892万円

支出収入

●平成12年度下水道事業の財源内訳

支出189億1,483万1千円収入192億3,254万３千円
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あ
る
家
族
の
再
就
職
奮
闘
記

あ
き
た
さ
ん
家ち

の
物
語

秋
田
市
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
本
部

q(

８
６
６)

２
１
１
４

●
問
い
合
わ
せ

第
４
話
　
確
定
申
告
の
時
期
。
一
郎
さ
ん
の
税
金
は
？

現
在
の
下
水
道
事
業
は
特
別
会
計
で
処
理
し

て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
公
営
企
業
会
計
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
や
特
別
会
計
は
、
年
度
内
の
お
金

の
出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
、
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
地
方
公
共
団
体

の
収
入
、
支
出
の
正
確
な
記
録
と
い
う
面
で
優

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
立
病
院
や
水
道
局
、
交
通
局
で

採
用
し
て
い
る
公
営
企
業
会
計
は
、
公
営
企

業
が
一
定
の
期
間
に
ど
れ
だ
け
収
益
を
あ
げ
、

そ
の
結
果
、
い
く
ら
の
資
産
、
負
債
を
持
っ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
普
及
率
が
70

を
超
え
、

今
後
は
、
財
産
と
な
る
施
設
な
ど
の
維
持
管

理
が
重
要
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
も
、
財
政
状
態
、
経
営
成
績

を
明
ら
か
に
で
き
る
公
営
企
業
会
計
を
導
入

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
下
水

道
事
業
は
、
財
政
の
状
態
は
貸
借
対
照
表(

注)

を
、
経
営
成
績
は
損
益
計
算
書(

注)

を
作
成
し
、

よ
り
効
率
的
な
経
営
に
つ
と
め
ま
す
。

資
産
と
負
債
を
明
確
に
し
ま
す

下
水
道
部
総
務
課

q(

８
６
４)

１
４
１
１

問
い
合
わ
せ

(

注)

貸
借
対
照
表
…
あ
る
時
点
で
の
、
企
業
の
資
産

負
債
の
状
態
を
一
覧
表
に
し
た
も
の

損
益
計
算
書
…
一
定
期
間
の
企
業
の
利
益
を
計
算

し
た
報
告
書
。
収
益
か
ら
費
用
を
差
し
引
い
た
額

を
示
す

09 広報あきた　３月８日号

パ
ー

セ
ン
ト

と
ま
ず
国
民
年
金
と
健
康
保
険
任
意
継
続
の

手
続
き
を
済
ま
せ
、
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
一

郎
さ
ん
の
も
と
に
、
市
役
所
か
ら
「
平
成
13
年
度

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

会
社
勤
め
の
こ
ろ
は
、
毎
月
給
料
か
ら
、
税
金
が

天
引
き
さ
れ
て
い
た
一
郎
さ
ん
。
事
情
が
わ
か
ら
ず
、

市
役
所
の
市
民
税
課
に
相
談
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

民
税
課
は
、
市
庁
舎
の
１
階
。
窓
口
で
応
対

に
出
た
職
員
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

一
郎

私
、
１
月
に
会
社
を
解
雇
さ
れ
て
、
今
は
給

料
を
も
ら
っ
て
な
い
ん
で
す
。
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
た
ん
で
す
が
、
何
か
の
間
違
い
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

職
員

市
・
県
民
税
は
納
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。

会
社
員
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
税
金
に

は
、
国
税
で
あ
る
所
得
税
と
、
地
方
税
で
あ
る

市
・
県
民
税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
対
し

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
給
料
が
支
払
わ
れ
る
と

き
に
徴
収
さ
れ
、
国
に
納
め
て
い
る
の
で
、
会
社

を
辞
め
る
と
徴
収
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
は
前
年
の
所
得
を
も
と
に
市
が
税

額
を
計
算
し
、
12
か
月
に
分
割
し
て
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
税
金
で
す
。
分
割
さ
れ
た
税
金
は
、

毎
年
６
月
か
ら
翌
年
の
５
月
ま
で
を
１
年
と
み
て

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
あ
き
た
さ
ん
の
場
合
、
１
月

で
会
社
を
辞
め
た
の
で
、
平
成
13
年
度
の
市
・
県

民
税
は
、
２
月
以
降
、
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
郎

そ
う
な
ん
で
す
か
。
で
も
、
会
社
を
解
雇
さ

れ
た
ば
か
り
で
、
市
・
県
民
税
を
納
め
る
の
が
大

変
な
ん
で
す
け
ど
…
。

職
員

も
し
、
収
入
が
少
な
く
て
納
め
る
の
が
難
し
い

と
き
は
、
分
割
納
付
や
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
金
に
は
税
金
が

か
か
り
ま
せ
ん
し
、
医
療
費
控
除
と
い
っ
て
、
確

定
申
告
の
前
年
１
年
間
に
支
払
っ
た
診
療
代
や
薬

代
な
ど
医
療
費
の
合
計
額
に
よ
っ
て
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

の
仕
組
み
を
聞
い
て
、
納
得
し
た
一
郎
さ
ん
。

少
し
が
っ
か
り
し
な
が
ら
も
、
職
員
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
医
療
費
控
除
の
話
を
思
い
出
し
、
家
に

帰
っ
た
ら
さ
っ
そ
く
医
療
費
の
領
収
書
を
調
べ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

▼
市
・
県
民
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
市
民
税
課

q(

８
６
６)
２
０
５
５

▼
分
割
納
付
な
ど
納
税
の
ご
相
談
は
納
税
課

q(

８
６
６)

２
０
５
８

市 ひ

税▲

次
回

子
ど
も
た
ち
の
進
学
を
控
え
、
気
に
な
る

授
業
料
の
免
除
、
奨
学
金
の
お
話
で
す



平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
価
格
な
ど
を
登
録
し
た
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。
自
己
所

有
の
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
の
価
格
な
ど

を
期
間
内
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
い
で
の
際

は
、
印
鑑
と
所
有
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の(

前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
運

転
免
許
証
な
ど)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
14
年
度
分
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
は
４
月
初
め
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
と
場
所

３
月
20
日
(水)
ま
で
の

平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

市
役
所
１
階
の
資
産
税
課
、
土
崎
支
所
、
新

屋
支
所

■
平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

第
１
期
納
期

平
成
14
年
４
月
１
日
〜
４
月

30
日
　
第
２
期
納
期

平
成
14
年
７
月
１
日

〜
７
月
31
日
　
第
３
期
納
期

平
成
14
年
12

月
１
日
〜
平
成
15
年
１
月
６
日
　
第
４
期
納

期

平
成
15
年
２
月
１
日
〜
平
成
15
年
２
月

28
日固

定
資
産
路
線
価
図
も
公
開
中

地
価
の
下
落
に
と
も
な
い
、
一
部
地
区
で
、

平
成
14
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る

土
地
の
価
格
を
修
正
し
ま
し
た
。
修
正
後
の

路
線
価
図
は
、
資
産
税
課
、
土
崎
支
所
、
新

屋
支
所
で
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課

(

８
６
６)

２
０
５
６

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
13
年
度
に
お
け

る
米
の
生
産
調
整
規
模
の
緊
急
拡
大
に
と
も

な
い
、
集
落
な
ど
で
米
か
ら
他
作
物
へ
作
付

転
換
し
た
場
合
、
面
積
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
す
る
水
田
作
付
体
系
転
換
緊
急
推
進
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
は
、
作
物

ご
と
に
設
定
さ
れ
た
単
価
を
実
証
面
積
に
乗

じ
て
支
払
い
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
市
水
田
農
業

推
進
協
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

■
交
付
対
象
集
落

市
内
181
集
落

■
補
助
金
の
交
付
先
　
生
産
調
整
推
進
地
区

の
集
落
実
行
組
合
な
ど

■
補
助
金
の
使
途
　
原
則
と
し
て
生
産
調
整

推
進
地
区
に
お
け
る
転
作
な
ど
の
円
滑
な
推

進
を
目
的
と
し
た
費
用

●
問
い
合
わ
せ

３
月
20
日
(水)
ま
で
、
Ｊ
Ａ

新
あ
き
た
営
農
販
売
課
q(
８
３
２)

６
６
４

１
ま
た
は
農
政
課
q(

８
６
６)
２
１
１
５

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
、
４
万
800
円(

消
費
税
別)

で
す
。

と
　
き
／
３
月
26
日
(火)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
正
庁

●
問
い
合
わ
せ

納
税
課
納
税
担
当

(

８
６
６)

２
０
５
８

県
政
の
一
般
モ
ニ
タ
ー
100
人
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
150
人
を
募
集
し
ま
す
。
任

期
は
、
平
成
14
年
６
月
１
日
(土)
か
ら
平
成
16

年
３
月
31
日
(水)
ま
で
で
す
。

■
応
募
資
格

県
政
に
関
心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
県
内
在

住
の
か
た(

た
だ
し
、
地
方
公
共
団
体
の
議

会
議
員
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
は
除

き
ま
す)

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
は
、

個
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
で
、
随

時
県
と
電
子
メ
ー
ル
で
通
信
で
き
る
か
た

■
主
な
仕
事

県
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
の
報
告

県
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
す
る

●
申
し
込
み

は
が
き
か
手
紙
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

生
産
調
整
緊
急
拡
大
の

国
庫
補
助
金
の
取
り
扱

い
が
決
ま
り
ま
し
た

２

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

４
電
話
加
入
権
の
公
売

３

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を

お
見
せ
し
て
い
ま
す

１
３月21日(木)「春分の日」

は、「もやせるごみ」「資
源化物」の収集を休みます。
収集日にあたっている地
区のかたは、次回の収集
日にお願いします。
●問い合わせ
環境業務課

q(８６３)６６３１

「春分の日」の
ごみ収集

市内にお住まいの55歳以
下(４月１日現在)で、看護婦、
保育士、教員の資格をお持
ちのかたが対象です。週４
日の勤務で、月額122,900円、
雇用期間は１年です。定員
１人。仕事の内容や申し込
み方法など詳しくは子育て
総合センターq(863)9555へ
お問い合わせください。

ファミリー・サポート・センターで

非常勤職員を募集中

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-
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年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
モ
ニ
タ
ー
の
種
類
、
応
募
動
機(

200
字
程

度)

、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

モ
ニ
タ
ー
希
望
者
の
み)

を
書
い
て
、
４
月

15
日
(月)(

必
着)

ま
で
、
〒
０
１
０
‐
８
５
７

０
秋
田
市
山
王
四
丁
目
１
‐
１
　
秋
田
県
総

務
部
広
報
課
広
聴
班

(

８
６
０)

１
０
７
１

へ
ど
う
ぞ
。
フ
ァ
ク
ス

(

８
６
０)

１
０
７

２
、
電
子
メ
ー
ルk

o
h
o
@
p
ref.ak

ita.jp

秋
田
市
都
市
建
設
公
社
で
は
、
金
照
寺
山

南
団
地(
楢
山
城
南
新
町)

の
宅
地
３
区
画
と

新
屋
前
野
町
団
地
の
宅
地
２
区
画
を
分
譲
し

て
い
ま
す
。
建
築
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分

譲
面
積
、
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
金
照
寺
山
南
団
地

①
面
積
243
・
77
ｍ
＝
１
千
834
万
円

②
面
積
251
・
59
ｍ
＝
１
千
893
万
円

③
面
積
280
・
90
ｍ
＝
１
千
695
万
円

■
新
屋
前
野
町
団
地

①
面
積
250
・
51
ｍ
＝
１
千
225
万
円

②
面
積
253
・
58
ｍ
＝
１
千
240
万
円

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
都
市
建
設
公
社

(

８
６
３)

４
７
３
１

市
水
道
局
で
は
、
３
月
20
日
(水)
か
ら
29
日

(金)
ま
で
、
手
形
山
配
水
池
の
水
の
入
れ
替
え

作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
作
業
に
よ
る
断
水

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
一
濁
り
水
が
発
生
し

た
場
合
は
、
濁
り
が
な
く
な
る
ま
で
水
を
流

し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
影
響
が
考
え

ら
れ
る
地
区
の
範
囲
は
左
図
の
と
お
り
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

(

８
２
３)

８
４
３
１

金
照
寺
山
南
団
地
と

新
屋
前
野
町
団
地
を

分
譲
し
て
い
ま
す

５

市税をまだ納めていないかたは、３月中に納付す
るようご協力ください。市税の納付には｢口座振替｣が
便利です。なお、納税課では、３月９日(土)から31日
(日)までの土・日曜日と祭日、午前８時30分～午後５
時、市税(市県民税・固定資産税・軽自動車税)の相
談・納付窓口を開設します。どうぞご利用ください。
●問い合わせ
納税課q(866)2059 国民健康保険課q(866)2189

問い合わせ 骨随バンクフリーダイヤルq0120(445)445

ああああななななたたたたににににししししかかかか救救救救ええええなななないいいい命命命命！！！！

あきた�

うごうしじま�

つちざき�

かみいいじま�

おいわけ�

日
本
海�

手形山配水場�

３月は「市税完納強調月間」です

納税し　
めざそう咲かそう
夢あるまちを！

商業観光課、工業労政課、港湾貿易振興課が３月25
日(月)から、農政課が４月１日(月)から市庁舎裏の分館
に移転します。分館各階の配置は下記のとおりです。
なお、電話番号は変わりません。

市庁舎裏の分館に移転

１階

２階

３階

４階 監査委員事務局　選挙管理委員会　

農政課(４月１日に移転) 農業委員会　職員労働組合

港湾貿易振興課(３月25日に移転) 林務課　農業環境整備課　

商業観光課　工業労政課(３月25日に移転)

商工部、農林部が

骨髄バンク登録窓口
秋田県赤十字血液センターq(865)5541
受付日時は、月・火・水・木の午前９時～11
時30分と午後１時～３時30分です。
アトリオン献血ルームq(836)7811
受付日時は、日・月・火・木の午前10時30分
～正午と午後２時30分～３時30分です。

骨髄バンクは、白血病などの血液難病の治療
法として効果のある骨髄移植を進めるための公
的事業です。骨随移植を希望しているかたと、
骨髄を提供してくださるかた(ドナー)の橋渡し
をしています。
今までの実績では、ドナーの中で適合するの

は登録者のわずか２％ほどです。患者さんと白
血球の型が適合し、提供していただく場合は、
ご家族の同意も必要になります。
骨髄バンクへの登録は、腕からの10ml の採

血で済みます。休日のキャンペーン登録会など、
登録の方法も増えました。登録は下記の施設で
行っています。事前にお申し込みください。た
くさんのかたのご協力をお待ちしています。

骨随バンクにご協力を

今すぐ骨随バンクに登録してください
全国で約2,000人、秋田県で11人の命が、病

気と闘いながらあなたのドナー登録を待ってい
ます。
患者さんは、適合する可能性のあるドナーが

いる、と分かったときから「骨髄移植ができる」
という大きな期待を持ちます。
その命は、あなたにしか救えないかもしれま

せん。ぜひ、骨髄バンクに登録をお願いします。

手
形
山
配
水
池
で

水
の
入
れ
替
え
作
業
を

行
い
ま
す

６

広報あきた　３月８日号11

q

q

q
q

22222

▼
▼

濁り水の
おそれがある地域
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表
１
に
該
当
す
る
か
た
は
、
申

請
す
る
と
福
祉
医
療
の
受
給
者
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
診
療
を
受
け

る
際
、
こ
の
受
給
者
証
と
健
康
保

険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
に
提
出

す
る
と
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

申
請
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
た

は
、
社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
制
限
を
超
え
て
い

る
た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で

も
、
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
平
成

13
年
度（
12
年
中
）の
所
得
が
少
な

く
な
っ
た
り
扶
養
人
数
が
増
え
た

と
き
も
、
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

社
会
福
祉
課
福
祉
医
療
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
０
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

●福祉医療費助成制度は、毎年８月１日から翌年７月31日まで
を１年度としています。平成13年度(平成13年８月１日～平
成14年７月31日)の受給者証の交付にあたっては、平成13年
度(平成12年中)の所得の確認が必要となります。

問
い
合
わ
せ

福祉医療

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
申
請
を

乳
幼
児
、
心
身
障
害(

児)

者
、
母
子
父
子
家
庭
の
か
た

●表１でいう「社会保険本人」とは「市町村国民健康保険とその
他の国民健康保険組合以外の健康保険に加入している被保険
者」をさします。

お
子
さ
ん
の
受
診
…

気
に
な
る
所
得
制
限
は
？

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で
２
歳
以
上
の
乳
幼
児

が
通
院
す
る
場
合
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

平
成
13
年
度（
平
成
12
年
中
の
所
得
）の
総
所
得
額

か
ら
、
社
会
保
険
料
控
除
一
律
８
万
円
、
配
偶
者
特

別
控
除
額
等
を
控
除
し
た
額
を
表
２
と
比
べ
、
基
準

額
を
超
え
る
場
合
は
制
度
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
父
母
の
所
得
は
合
算
せ
ず
、
所
得
者
ひ
と

り
ず
つ
の
所
得
額
で
比
べ
ま
す
。

＊扶養親族が１人増すごとに、所得
基準額に38万円が加算されます

総
所
得
額
の
確
認
は
通
知
書
で

Ａ．

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
市
・
県
民
税
を
給
料
か
ら
控
除

さ
れ
て
い
る
か
た
…
市
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収
税

額
通
知
書
の
「
総
所
得
金
額
①
」
欄
の
額

Ｂ．

Ａ
以
外
の
か
た
で
、
市
・
県
民
税
を
納
税
通
知
書

で
納
付
し
て
い
る
か
た
…
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通

知
書
の
３
枚
目
に
綴
ら
れ
て
い
る
明
細
書(

所
得
・

控
除)

の
「
総
所
得
①
＋
②
」
欄
の
額

表１

表２　乳幼児の所得基準



平
成
12
年
度
の
老
人
医
療
費
は
290
億
６

千
万
円
。
平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
に
と
も
な
い
、
老
人
医
療

費
の
う
ち
老
人
保
健
施
設
療
養
費
、
訪
問

看
護
療
養
費
な
ど
の
一
部
が
介
護
保
険
に

移
行
し
た
た
め
、
総
医
療
費
は
前
年
度
と

比
べ
、
約
24
億
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
、
年
間
78
万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
病
気
の
予
防
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
上
手
な
受
診
を
心
が

け
、
医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

広報あきた　３月８日号13

１
人
あ
た
り
の
老
人
医
療
費
は
78
万
９
千
円
で
す

対
象 退

職
者
医
療
制
度
の
手
続
き
を

長
い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
現
在
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
で
、
被
用
者
年
金(

厚
生
年
金

な
ど)

を
受
け
て
い
る
か
た
と
、
そ
の
扶
養
家
族
の
か
た
は
、

退
職
者
本
人
が
老
人
保
健
医
療
制
度
に
移
る
ま
で
の
間
、

「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
か
た

・
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す

・
年
金
証
書(

年
金
加
入
期
間
の
記
載
さ
れ
た
も
の)

と
国
民

健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
か
た
と
、
そ
の
扶
養
家
族
の
か
た

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た

②
老
人
保
健
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
か
た

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、
年
金

の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の
加
入

期
間
が
10
年
以
上
あ
る
か
た

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合

退
職
被
保
険
者
本
人
＝
入
院
・
外
来
と
も
２
割

扶
養
家
族
＝
入
院
２
割
・
外
来
３
割

対
象
と
な
る
時
期
お
よ
び
手
続
き
に
必
要
な
も
の

被
用
者
健
康
保
険(

社
会
保
険)

の
資
格
を
失
い
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
る
か
た

・
右
記
対
象
の
②
と
③
に
該
当
す
る
か
た
と
そ
の
扶
養
家

族
の
か
た
は
、
加
入
と
同
時
に
対
象
と
な
り
ま
す

・
被
用
者
健
康
保
険(

社
会
保
険)

の
資
格
喪
失
証
明
書(

扶

養
家
族
の
か
た
も
含
む)

と
年
金
証
書(

年
金
加
入
期
間
の

記
載
さ
れ
た
も
の)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

手
続
き
窓
口

市
民
課
４
番
窓
口
、
国
民
健
康
保
険
課
16
番
窓
口

土
崎
支
所
、
新
屋
支
所

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
課
q(

８
６
６)

２
０
９
９

上
手
な
受
診
で
、医
療
費
を
有
効
に

70
歳
以
上
の
か
た
や
一
定
の
障
害
の
あ
る
65
〜

69
歳
の
か
た
は
老
人
保
健
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
ど
の
く
ら
い
の
医
療

費
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
ま
し
た
。・

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
心
が
け

ま
し
ょ
う

・
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
薬
は
お
医
者
さ
ん
の
指
示
ど
お
り
正
し
く

服
用
し
ま
し
ょ
う

老人保健医療の
受給者数と総医療費

平成12年度老人医療費内訳 医
療
費
を
有
効
に
使
う
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

老人医療

国保からお知らせ
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移動図書館「イソップ号」が、本を積んで市内８コースを巡回
します。市内に通勤・通学しているかたでも利用できます。本
は、１人５冊まで、次の巡回日まで借りられます。返却は、中
央図書館明徳館、土崎図書館、新屋図書館でも受け付けます。
初めてのかたは、イソップ号でも｢図書利用カード｣をつくる

ことができますのでご利用ください。

中央図書館明徳館q(832)9220問い合わせ

10:00～10:40

10:50～11:20

13:30～14:20

14:35～15:20

10:00～10:25

10:30～10:50

10:55～11:20

13:50～14:15

14:25～15:20

9:40～10:05

10:10～10:50

11:00～11:20

13:40～14:15

14:25～14:45

14:50～15:20

9:50～10:35

10:45～11:20

13:40～14:05

14:15～14:40

14:45～15:20

9:45～10:20

10:35～10:55

11:00～11:20

13:35～13:55

14:05～14:35

14:45～15:20

9:50～10:10

10:20～11:20

13:30～14:00

14:10～14:30

14:45～15:20

10:00～10:20

10:30～10:50

10:55～11:20

13:45～14:15

14:30～15:20

10:00～10:30

10:55～11:20

13:40～14:10

14:25～15:20

桜ガ丘団地(四丁目　桜ガ丘町内会館前)

広面樋口105(コーポライズ前)

大住団地(県営大野住宅)

御野場病院(御野場二丁目14)

松美ガ丘団地(新屋松美ガ丘東町５公園前)

朝日団地(新屋朝日町12コーポサトウ前)

県公舎・県警住宅(新屋割山町６)

四ツ小屋幼稚園(四ツ小屋字城下当場)

御所野ニュータウン(イオンＳＣ中三裏)

大橋マンション駐車場(酒のサトウとなり)

生協泉店駐車場(泉北二丁目10)

八橋三和町(那波薬局八橋店となり)

川尻市営住宅(川尻上野町１)

太平マンション前(八橋田五郎二丁目８)

第一貨物社宅駐車場(八橋児童館向かい)

外旭川幼稚園前(外旭川梶ノ目534)

外旭川市営住宅(外旭川鳥谷場)

千秋の丘松崎団地県営住宅

秋田大学医学部宿舎(広面糠塚)

手形山団地市営住宅

南通宮田ＪＲ社宅(南中学校裏)

南部公民館(牛島東六丁目４)

仁井田二ツ屋(二丁目10空地)

ＮＴＴアパート(東通七丁目３)

はたの循環器クリニック駐車場(横森三丁目1)

桜団地(桜第６児童公園)

新屋鳥木町バス停付近(鳥木町４)

マルダイおのば店(仁井田本町五丁目)

生協茨島店駐車場(茨島四丁目19)

牛島市営住宅(牛島西二丁目10)

川尻児童館(川尻みよし町８)

県職員住宅(自衛隊官舎となり)

東北電力（火力）アパート(将軍野南一丁目15)

将軍野地域センター(将軍野南四丁目８)

秋田サティ正面駐車場(楢山川口境)

サン・コーポラス勝平(新屋松美町12)

JA新あきた駐車場(金足追分海老穴)

四ツ谷団地市営住宅(将軍野堰越８)

外旭川在家街区公園(コーポシーハイル前)

古四王寮(寺内小学校そば)

４月16日(火)
５月 ７日(火)､ 21日(火)
６月 ４日(火)､ 18日(火)
７月 ２日(火)､ 16日(火)､ 30日(火)
８月20日(火)
９月 ３日(火)､ 17日(火)

４月 ９日(火)､ 23日(火)
５月14日(火)､ 28日(火)
６月11日(火)､ 25日(火)
７月 ９日(火)､ 23日(火)
８月 ６日(火)､ 27日(火)
９月10日(火)､ 24日(火)

４月17日(水)

５月 １日(水)､15日(水)､29日(水)

６月12日(水)､ 26日(水)

７月10日(水)､ 24日(水)

８月 21日(水)

９月 ４日(水)､ 18日(水)

４月10日(水)､ 24日(水)
５月 ８日(水)､22日(水)
６月 ５日(水)､ 19日(水)
７月 ３日(水)､ 17日(水)
８月 ７日(水)､ 28日(水)
９月11日(水)､ 25日(水)

４月18日(木)

５月 ２日(木)､16日(木)､ 30日(木)

６月13日(木)､ 27日(木)

７月11日(木)､ 25日(木)

８月 ８日(木)､ 29日(木)

９月12日(木)､ 26日(木)

４月11日(木)､ 25日(木)
５月 ９日(木)､ 23日(木)
６月 ６日(木)､ 20日(木)
７月 ４日(木)､ 18日(木)
８月 １日(木)､ 22日(木)
９月 ５日(木)､ 19日(木)

４月12日(金)､ 26日(金)
５月17日(金)
６月 ７日(金)､ 21日(金)
７月 ５日(金)､ 19日(金)
８月 ２日(金)､ 16日(金)、30日(金)
９月13日(金)､ 27日(金)

４月 ５日(金)､ 19日(金)
５月10日(金)､ 24日(金)
６月14日(金)､ 28日(金)
７月12日(金)､ 26日(金)
８月 ９日(金)､ 23日(金)
９月 ６日(金)､ 20日(金)

コ
ー
ス

ス テ ー シ ョ ン 名

１

駐車時間 巡 回 日

２

３

５

４

６

７

８

仕事と家庭の両立を支援する
｢育児・介護休業法｣が改正さ
れ、４月から本格的に施行され
ることになります。改正のポイ
ントは以下のとおりです。
①育児休業や介護休業の申し
出・取得を理由とする不利益
取扱いの禁止

→解雇などの不利益な取扱いが
禁止されます

②育児・家族介護を行う労働者
の時間外労働の制限

→１か月24時間、１年150時間
を超える時間外労働を制限

③勤務時間短縮などの措置義務
の対象となる子の年齢の引き
上げ

→３歳未満の子どもまで対象
(小学校就学前までは努力義務)

④子の看護のための休暇の措置

→努力義務に
⑤育児・家族介護を行う労働者
の配置

→転勤に際して育児や介護の状
況に配慮すべき義務

各事業主のみなさんは、職場
の制度を整備するとともに職場
内で制度が利用しやすくなって
いるか、この機会に見直してく
ださい。なお、助成金、奨励金
制度もありますのでご活用くだ
さい。また、育児・介護休業が
とれない、勤務時間短縮の制度
がない、といった働く人の相談
も受け付けています。

育育育育児児児児・・・・介介介介護護護護休休休休業業業業法法法法がががが
改改改改正正正正さささされれれれままままししししたたたた

秋田労働局雇用均等室
q (862)6684

問い
合わせ
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問い合わせは保健予防課
q (883)1174

■４４４４・・・・７７７７・・・・11110000かかかか月月月月児児児児健健健健康康康康診診診診査査査査
４か月、７か月、10か月になっ

た日から１か月以内の赤ちゃんを
対象に、市内の委託医療機関(土崎
病院を除く)で行っています。個人
通知はしませんので、母子健康手
帳別冊をよく読んで受診しましょ
う。まだ母子健康手帳別冊をお持
ちでないかたは、市民課、土崎支
所、新屋支所へどうぞ。
■１１１１歳歳歳歳６６６６かかかか月月月月児児児児健健健健康康康康診診診診査査査査
平成12年９月生まれのお子さん

が対象です。個人通知はしません
ので、直接会場へどうぞ。都合が
悪く、該当する会場で受診できな
いかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんは受

診できますのでご連絡ください。
当日は、母子健康手帳と別冊、バ
スタオルをお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地区＝４月９日(火)、市保健
センター　 南部・西部(茨島・
下浜・豊岩・浜田)地区＝４月10
日(水)、市保健センター　 北部地
区＝４月11日(木)、土崎支所(母子
健康手帳別冊では土崎公民館とな
っている場合がありますが、正し
くは土崎支所です) 東部・西
部(新屋・勝平)地区＝４月12日
(金)、市保健センター　　
■３３３３歳歳歳歳児児児児健健健健康康康康診診診診査査査査
平成10年10月生まれのお子さん

が対象。個人通知はしませんので、
直接会場へどうぞ。都合が悪く、
該当する会場で受診できないかた
はご連絡ください。また、４歳未
満のお子さんは受診できますので、
まだ受けていないかたもご連絡く
ださい。当日は、母子健康手帳別
冊にある３歳児健康診査用アンケ
ートと尿検査セット(尿を容器に採
って)を、母子健康手帳とあわせて

お持ちください。受付時間は午後
零時45分～１時30分。
中央地区＝４月17日(水)、市保健
センター　 南部・西部(茨島・
下浜・豊岩・浜田)地区＝４月18
日(木)、市保健センター　 北部地
区＝４月25日(木)、土崎公民館
東部・西部(新屋・勝平)地区＝
４月26日(金)、市保健センター　

２歳になった日から、２歳２か
月になる前日までのお子さんを対
象に、市内の委託医療機関で行っ
ています。個人通知はしませんの
で、母子健康手帳別冊をよく読ん
で受診しましょう。当日は母子健
康手帳とあわせてお待ちください。
●問い合わせ 保健予防課

q (883)1174

２歳前後の幼児を持つ保護者が
対象です。幼児食の進め方、調理
方法、試食。お子さんも一緒にど
うぞ。定員35人。受講無料。
とき／３月18日(月)午前10時～正午
ところ／市保健センター　用意す
る物／母子健康手帳、おしぼり、
筆記用具
●申し込み ３月11日(月)から保健
予防課q (883)1174

生後６か月までの赤ちゃんをお
持ちの保護者を対象に、小児科医
の講話と参加者同士の情報交換。
受講無料。先着30人。
とき／３月20日(水)午後１時20分～
３時　ところ／市保健センター
●申し込み ３月13日(水)から保健
予防課q (883)1174

プールの中で音楽に合わせなが
ら身体を動かすエクササイズ。先

着30人。料金2,600円(昼食、入場
料、受講料、託児、バス送迎)
とき／３月26日(火)午前10時30分
～(秋田駅東口９時45分発)
ところ／ザ・ブーン
●申し込み ３月19日(火)までザ・
ブーンq (827)2301

妊娠14週目から32週目くらいま
での妊婦さんが対象です。エアロ
ビクス理論に基づいた妊娠期のス
トレス解消、体力の向上をはかり
ます。抽選で20人。
とき／４月12日(金)、19日(金)、26
日(金)、５月10日(金)の４回、午後
１時15分～３時　ところ／サンラ
イフ秋田　受講料／4,830円
●申し込み ３月13日(水)午前10時
からサンライフ秋田

q (863)1391

平成８年４月２日以降に生まれ
たお子さんを養育し、まだ児童手
当の申請をしていないかたは、市
民課・土崎支所・新屋支所で手続
きをしてください。申請の翌月分
からの認定になります(所得制限あ
り)。なお、公務員のかたは勤務先
への申請となります。受付時間は
午前８時30分～午後５時15分です
のでご注意ください。
●問い合わせ 市民課総務担当

q (866)2072

アトピー性皮膚炎に関する悩み
を克服しよう。医師による講演な
ど。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／３月21日(木)午後１時～４時
ところ／寺内字神屋敷の県青少年
交流センター(ユースパル)
●問い合わせ 秋田小児アレルギ
ーフォーラム事務局

q (865)3311(澤口医院内)

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健康康康康診診診診査査査査

小小小小児児児児アアアアレレレレルルルルギギギギーーーーフフフフォォォォーーーーララララムムムム

２２２２歳歳歳歳児児児児歯歯歯歯科科科科健健健健康康康康診診診診査査査査

ママママママママたたたたちちちちのののの
イイイイキキキキイイイイキキキキアアアアククククアアアアビビビビククククスススス

ぱぱぱぱくくくくぱぱぱぱくくくく教教教教室室室室

おおおお母母母母ささささんんんんのののの育育育育児児児児教教教教室室室室

ママママタタタタニニニニテテテティィィィビビビビククククスススス教教教教室室室室

児児児児童童童童手手手手当当当当ををををままままだだだだ
受受受受けけけけてててていいいいなななないいいいかかかかたたたたへへへへ
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東部�
（谷地田）�

東部�
（樋ノ沖）�

10

①東部・手形山地区　　 （124）
②東部・広面谷地田地区 （68）
③東部・広面樋ノ沖地区 (30）
④中央部・保戸野地区　 （16）
⑤中央部・八橋田五郎地区（94）
⑥南部・上北手荒巻地区 （21）
⑦南部・仁井田柳林地区 （84）
⑧南部・仁井田新中島地区（110）
⑨西部・新屋比内町地区 （80）
⑩北部・飯島堀川地区　 （109）

市民菜園の地区と区画数

野菜や花を育てる場所のないご家庭に、市民菜園をお貸
しします。土に親しみ、栽培と収穫の喜びを味わってみま
せんか。菜園の広さは１区画15～25m2。１家庭で１区画、
４月中旬から12月末まで利用できます(⑧仁井田新中島地
区は造成中のため利用は５月中旬から)。利用は申し込ん
だ本人か同居家族に限り、菜園の貸し借りはできません。
年間通して菜園を管理できるかたが対象です。

往復はがきで申し込んでくだ
さい。右の記入例を参考に、希
望する菜園１か所と、郵便番号、
住所(アパート等は部屋番号まで)、氏
名(フリガナ）、電話番号を書いて、
３月20日(水)(消印有効)まで、〒
010-8560 秋田市役所農政課。申
し込みは１家庭１通(厳守)。

３月29日(金)市職員会館中会議
室で、東部・中央部は午前９時
30分～、南部・西部・北部は午前
11時～、公開抽選会を行います。
抽選結果は４月10日(水)に応募者
全員へ郵送します。

申し込み方法

利用者の決定

農政課q(866)2115
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申し込みはがき記入例

問い合わせ

往復はがきで
３月20日(水)
(消印有効)まで

市
民
菜
園
の

利
用
者
を
募
集

●佐竹公入部400年記念
ねぶり流し物語

千秋の杜オペラ公演に
参加してみませんか
佐竹公入部400年を記念し、郷土創作オペ

ラ｢ねぶり流し物語｣を８月16日(金)、17日(土)
の夜、千秋公園二の丸で再演します。「ねぶ
り流し物語｣は、市制100周年を記念して制
作された郷土創作オペラです。
実行委員会では、出演者、練習ピアニス

トを募集しています。

■募集人数
出演者 ソリスト若干名　

合唱70人(男声・女声・子ども)
練習ピアニスト 若干名

■オーディション
３月23日(土)・24日(日)午前10時～午後４時
ジョイナスで　

千秋の杜オペラ実行委員会
q(845)4111(聖霊短大内の石崎さん)

問い合わせ

小学生英語体験教室

４月から導入される｢総合的な学習の時間｣を利用して、小学校でも英
語教育がスタート。歌やゲームを通して楽しく英語を勉強してみよう。

初めて英語に接する小学３・４年生が対象初めて英語に接する小学３・４年生が対象

と　き　３月23日(土)午前10時30分～11時30分
ところ　美術工芸短大講義室

３月20日(水)まで美術工芸短大事務局q(888)8100申し込み

A

Ｂ

Ｃ

新規

新規

新規

ね
ぶ
り
流
し
物
語
あ
ら
す
じ

舞台は、天明２年(1782)の久保田城とその城下
町。夏の夜、中土橋で竿燈を見学していた佐竹北
家の北姫と太鼓を打っていた外町の大工・三吉と
の間に愛が芽生える。その夜、三吉はすばらしい
太鼓の褒美に殿様から笛をもらう。
しかし、身分が違うことから二人の間は引き離

される。そんな折、外町で大火事が起こり、三吉
は殿様からもらった笛を火中から命がけで持ち出
した。三吉の心意気を知った殿様は50本の竿燈を
あげれば二人の仲を許すという。大飢饉と火事の
年、竿燈は３本作るのが精一杯。しかし、町人の
心意気が集結し、七夕の夜に50本の竿燈が見事に
立ち並ぶ。殿様は｢ねぶり流しは一人でできぬ。
ねぶりばやしは一人で鳴らぬ｣と歌い上げる。

Ｅ

Ｄ

●抽選
で20

人

募集要項など詳しくは

※東部手形中谷地地区、南部仁井田大
野地区は閉園になりました



３/８(金) ３/12(火)
●市スポーツ賞

受賞者紹介
●イタヤ細工を学ぶ

●初期離乳食教室

３/13(水) ３/19(火)
ABS 秋田市だより

月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　　

５
分
間
番
組

テレビ
ガイド ●まもなく開園

～大森山動物園～
●明日のクリエーターたち
～赤れんが郷土館～

●国民年金の制度改正放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866)2034

17 広報あきた　３月８日号

●サンライフ秋田

※印のついた受講料には教材費が別にかかります。

３月25日(月)(必着)まで、はがき、またはファクスで希望教室
名・住所・氏名・生年月日・連絡先・電話番号を書いて、〒
010-0975 秋田市八橋字戌川原29 サンライフ秋田「運動と趣
味の教室」係へ。直接窓口へお申し込みくださっても結構です。
申し込み多数の場合は抽選となります。

ファクス(863)1531 q (863)1391

申し込み

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

ドライフラワー
アレンジメント

はじめての
謡曲

パッチワーク
(初級)

フラワー
アレンジメント

サン・エアロ

ジャズリズム

ミディアム
エアロ

やさしい
社交ダンス(初級)

たのしい
エアロビクス

25歳以上のかた。４月12日(金)から６月28日
(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～７
時15分。定員25人。受講料8，400円。

25歳以上のかた。４月13日(土)から６月22日
(土)までの土曜日に10回、午前10時～正午。
定員26人。受講料9，450円。

30歳以上のかた。４月12日(金)から６月28日
(金)までの金曜日に10回、午前10時～11時15
分。定員25人。受講料8，400円。

25歳以上のかた。４月10日(水)から６月26日
(水)までの水曜日に10回、午前10時45分～正
午。定員25人。受講料8，400円。

30歳以上のかた。４月10日(水)から６月26日
(水)までの水曜日に10回、午後６時～７時15
分。定員25人。受講料8，400円。

25歳以上のかた。４月11日(木)から６月27日
(木)までの木曜日に10回、午前10時～正午。
定員25人。受講料※9，450円。
20歳以上のかた。４月12日(金)から６月21日
(金)までの金曜日に10回、午後６時30分～８
時30分。定員20人。受講料※9，450円。

25歳以上のかた。４月11日(木)から６月20日
(木)までに５回、午後６時30分～８時30分。
定員20人。受講料※4，720円。

20歳以上のかた。４月12日(金)から６月21日
(金)までの金曜日に10回、午後６時～８時。
定員20人。受講料7，560円。

趣味ではじめる
パッチワーク

25歳以上のかた。４月18日(木)から６月27日
(木)までの金曜日に10回、午後６時15分～８
時15分。定員25人。受講料※4，720円。

運動と趣味の教室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

プールとトレーニングコーナーをフルに活

用して、健康づくりのための運動や体力年齢

チェック。個別カウンセリングなので、体力

に自信のないかたでも気軽にご参加を。バス

送迎あり。申し込みは３月19日(火)まで。

とき／３月27日(水)午前10時30分～午後３時

30分　定員／先着30人　

受講料／2,600円(昼食、入場料込み)

水の抵抗を利用したトレーニングで、腰痛

や肩こりを防いだり、体脂肪を燃やして肥満

を解消する運動を指導します。バス送迎あり。

申し込みは３月19日(火)まで。

とき／３月28日(木)午前10時45分～午後零時

15分　定員／先着30人　

受講料／2,600円(昼食、入場料込み)

体脂肪を減らすプログラムや体力・筋力を

つけるためのトレーニング、水泳のレベルア

ップなどの講座を開いています。

●開催日 月・火・水・金

●時　間 午前10時45分～午後３時15分

●料　金 １日コース　1,000円

フリーコース 7,000円

水中歩行教室水中歩行教室

３月の健康講座３月の健康講座

ザ・ブーンq(827)2301申し込み

中高年の体力テスト＆健康体操中高年の体力テスト＆健康体操

※その日実施している全てのクラスを
受講できます

※３月中どのクラスを何回も受講可

消費者問題シンポジウム
あなたの資産をどう守る？
～ペイオフ解禁を目前にして～

と　き　３月19日(火)午後１時30分～４時
ところ　三井アーバンホテル秋田

市消費者センターq(866)2016申し込み

金融の専門家を招き、消費者を取り巻く最近
の金融環境について学びます。参加無料。



中央ナイスミドルカレッジ
学級生を募集！

幼児サッカー教室
４月から小学１年生、幼稚園年長

になるお子さんを対象に、外旭川幼
稚園で開きます。幼児スポーツの専
門指導者が、遊びながらサッカーが
好きになるように指導します。
とき／３月22日(金)・23日(土)・25日
(月)の３日間、午前10時～　
参加料／傷害保険料150円
●申し込み ３月15日(金)まで外旭
川幼稚園q(868)3400

救命講習会
子どもの病気と心肺蘇生法につい

て講習します。受講無料。
とき／３月24日(日)午前９時～正午
ところ／秋田南消防署
●申し込み ３月22日(金)まで秋田
南消防署q(839)9551

精神講演会
アルコール依存症について精神科

医がお話しします。受講無料。
とき／３月20日(水)午後２時～３時
30分　ところ／八橋の市保健所
●申し込み 健康管理課

q(883)1180

ホームヘルパー養成講座
全労済秋田県本部では、２級ホー

ムヘルパーの養成講座を開きます。
定員40人(抽選)。受講料40,000円。
詳しくはお問い合わせください。
とき／４月15日(月)から７月15日(月)
まで　ところ／文化会館など
●申し込み ３月11日(月)から29日
(金)まで全労済秋田県本部

q(824)6031

西部子ども映画のつどい
「おじゃる丸」「源吉じいさんと子

ぎつね」などを上映。入場無料。直
接会場へどうぞ。
■３月22日(金)＝豊岩石田坂公民
館(午後６時～) ■23日(土)＝浜田
地区コミセン(午前10時～)、羽川公
民館(午後２時～)、八田公民館(午後
６時～) ■24日(日)＝西部公民館
(午前10時～)、勝平地区コミセン(午
後２時～)
●問い合わせ 西部公民館

q(828)4217

春休み子ども映写会
「くもの糸」「おうさまはだれだ」

「とべないホタル」など５本上映。
入場無料。直接会場へどうぞ。
■３月23日(土)＝四ツ小屋児童セ
ンター(午前10時～11時30分)、大住
児童館(午後１時30分～３時)
■25日(月)＝仁井田児童館(午前10
時～11時30分)、牛島児童館(午後１
時30分～３時)
●問い合わせ 16ミリ友の会の尾川
宏子さんq(839)1508

おやこミュージカル
秋田市民おやこミュージカルを上

演する会では、第18回公演のキャス
ト・スタッフを募集します。対象は
小学校１年生以上。社会人のかたも
大歓迎！　親子でなくても参加でき
ます。下記により募集説明会を開き
ますので、直接会場へどうぞ。
とき／３月29日(金)午後７時～　
ところ／文化会館リハーサル室
●問い合わせ 同会の安宅さん

q(845)7965

ふれあい法律相談
法律、相続、サラ金などの相談に

赤坂薫弁護士が応じます。先着６人。
相談無料。
とき／３月18日(月)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み ３月13日(水)午前９時
から、市社会福祉協議会ふれあい福

祉相談センターq(863)6006

在宅介護者の集い
寝たきりや痴呆のかたを家庭で介

護している人たちの話し合いの場で
す。参加無料。お気軽に直接会場へ。
とき／３月25日(月)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ 在宅介護者の集い代
表の廣田伴三郎さんq(863)0935

手作り製品を募集中
障害者の小規模作業所「つどいの

家」では、「手作りバザー展」へ寄
付してくださる作品を募集していま
す。パッチワーク、カントリー小物、
袋物など何でも結構です。ご協力く
ださるかたはご連絡ください。受け
取りにうかがいます。
「手作りバザー展」は、３月30日

(土)と31日(日)、アトリオン３階研修
室で開きます。
●問い合わせ つどいの家

q(828)4472

太平川清掃ハイキング
今年の太平川清掃ハイキングは、

アフガニスタンの子どもたちへの支
援も兼ねて行います。１口100円の
支援金にご協力ください。ユニセフ
を通してアフガンに届けます。
とき／３月17日(日)午前８時～10時
ところ／卸町二丁目の国道13号線沿
い、国際パチンコ駐車場集合
●問い合わせ 秋田清掃登山連絡協
議会事務局の大山鶴子さん

q(868)3246

自衛隊幹部候補生採用試験
22歳以上26歳未満の男女を対象

に、陸海空自衛官を募集します。試
験日は５月25日(土)。資料などは下
記までご請求ください。
●受験申し込み ４月８日(月)から
５月10日(金)まで秋田地方連絡部秋
田募集案内所q(864)4929
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定年退職後５年以内の男性が対象です。
親睦を深めながら、軽スポーツや講話、健康、
料理などを楽しみ、退職後も充実した人生を送
りましょう。年会費1,500円。
●活動日 毎月第４水曜日の午前10時～正午
●会　場 中央公民館
●申し込み ３月11日(月)から15日(金)まで

中央公民館q(824)5377



学習ボランティア入門
ボランティア活動のきっかけにし

ませんか。ボランティア活動の基本
的な心得や実際の活動について学び
ます。講師は、ＮＨＫの中川冨雄ア
ナウンサー、秋田経済法科大学の佐
渡友哲教授。受講無料。定員30人。
とき／３月15日(金)から４月５日(金)
まで毎週金曜日に４回、午後１時30
分～３時30分　ところ／中央図書館
明徳館、県社会福祉会館
●申し込み 生涯学習室

q(866)2245

市民文化講座
「ふるさとから見た石川達三の素
顔～映像とエピソードで綴る」をテ
ーマに開きます。参加無料。定員80
人(先着)。
とき／３月23日(土)午後１時30分～
４時　ところ／中央図書館明徳館
●申し込み ３月12日(火)午前８時
30分から中央図書館明徳館

q(832)9220

東高校で郷土史
県立秋田東高校では、社会人を対

象に、郷土史(単位制課程)の聴講生
を募集します。４月から来年２月ま
で週２時間、先史・古代からの秋田
県の歴史を学びます。定員約10人。
聴講料3,240円。また、英会話、ロ
シア語、中国語、パソコンの科目履
修講座の受講生も募集します。
●申し込み ３月13日(水)から19日
(火)まで秋田東高校q(833)1261

シルバーエリア初級講座
御所野の中央シルバーエリアコミ

ュニティセンターで開きます。受講
無料ですが、材料代など実費。

■陶芸教室(土曜日の午前・午後コ
ース)…４月13日(土)から６か月間(定
員各20人) ■木工教室(木曜日の午
前・午後コース)…４月11日(木)から
６か月間(定員各６人) ■木工教室
(日曜日午前９時30分～午後３時30
分)…４月14日(日)から３か月間(定員
６人)
●申し込み 中央シルバーエリアコ
ミュニティセンターq(829)2151

ウォーキング教室
体力の低下を防ぎ、肥満解消と成

人病予防にも役立つウォーキング。
正しいウォーキングの実技指導をし
ます。年齢、男女問いません。歩き
やすい服装でご参加ください。
とき／４月９日(火)・16日(火)・23日
(火)の３回、午前10時～正午　
集合場所／八橋陸上競技場　
参加料／500円(保険料含む)
●申し込み 電話またはＦＡＸで、
氏名、住所、電話番号、年齢を、４
月５日(金)まで、秋田市女性のスポ
ーツ愛好者連絡協議会

q(883)1133 ＦＡＸ(883)0151

新しいエアロビクス
ボクシング・空手・太極拳などの

型を使って、身体のトータルコンデ
ィションと有酸素効果をねらったプ
ログラム、リーボックマーシャルア
ーツのレッスンです。公開レッスン
は一般対象(先着100人)、セミナー
は指導者対象(先着30人)。
とき／３月17日(日)、公開レッスン
が午前10時30分～11時45分、セミ
ナーが午後１時～５時　
ところ／秋田テルサ体育館
受講料／公開レッスン2,000円(高校
生以下1,000円)、セミナー8,000円
●申し込み 秋田テルサ

q(826)1800

パッチワーク教室
パッチワークに刺しゅう・ビー

ズ・レースを取り入れて、おしゃれ
なバッグを作ります。初心者歓迎。
とき／３月22日(金)、午後６時15分
～８時15分　ところ／サンライフ秋
田　定員／先着24人
受講料／2,800円(教材費込み)
●申し込み ３月12日(火)午前10時
からサンライフ秋田q(863)1391

テルサ３月の料理教室
会場は秋田テルサ。いずれも時間

は午前10時～午後零時30分。先着
24人。受講料1,700円。申し込みは
秋田テルサq(826)1800
■天ぷらおにぎり！ほか手軽にでき
る料理＝３月20日(水)
■春の巻き寿司教室＝３月22日(金)
■ロールパン＆簡単ピザ作り！＝３
月23日(土)

ジュニア硬式テニス
県テニス協会では、４月から幼稚

園年長～小学校４年生になるお子さ
んを対象に、硬式テニスの初心者教
室を開きます。４月から10月まで
土・日・祝日の午前８時～10時、八
橋テニスコートで練習します。受講
料は、小学生16,000円、幼稚園年長
12,000円。
●申し込み はがきに、児童氏名、
住所、電話番号、学校名・新学年、
保護者氏名を書いて、３月20日(水)
まで、〒010-0951秋田市山王六丁
目1-1 山王ビル214 県テニス協
会事務局q(863)2940

赤十字救急法講習会
いざというときに役立つ心肺蘇生

法、傷と止血、包帯の巻き方、骨折
の際の救急法などを学びます。
とき／３月25日(月)から28日(木)まで
の４日間、午前10時～午後４時　
ところ／県社会福祉会館　
教材費／3,000円
●申し込み ３月20日(水)まで日赤
秋田県支部q(864)2731
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●秋田の昔を、写真で振り返ります。

あきたノスタルジー

３月21日(木)～４月14日(日)

千秋美術館(アトリオン内)

入館料 大人300円 大・高生200円 小・中学生無料 問い合わせ 千秋美術館q(836)7860作品の展示風景

展示作業風景や美術品の管理・保存方法などを写真パネルを使っ
て紹介します。実際に美術品の展示ができる体験コーナーもあるよ。

美術
館た
んけ
ん！

美術
館た
んけ
ん！

●●３
月27

日(水
)

●●４
月７
日(日

)

各午
後２
時～３月17日(日)までは｢秋田蘭画展｣を開催中

昭和35年、市内の小学校での授業風景。
残念ながらどこの学校かわかりませんが、教室のにぎやかな声が聞こえてきそうです。

下級生が上級生の教室に訪れたところでしょうか。
二人用の木製の机、学生服の児童、腕に腕章をつけた日直さん…。
記憶に残る懐かしい光景を思い出すかたも多いことでしょう。

当時は子どもの数が多く、１クラス40人以上があたりまえでした。
「クラスで問題があると子どもたちは自分たちで話し合い解決していたようです。
リーダーがちゃんといて強い子も弱い子も守っている。いじめや不登校なんて…」

このころ教壇に立っていた伊藤ハル先生(新屋栗田町・71歳)のお話です。

昭和35年、市内の小学校で(この写真に心当たりのあるかたは広報課までご連絡ください)
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